
と曇量5
　まちのうごき

人ロ5，876人1－8．

　男　　2，814人：一6

　女3，062人1＋2旨

世帯数1，724戸一lI

　ト1こ成4年2弓1日現rl

　　　　は七・士上り比

最長憾結婚63周年額稔εん・マリエε龍親

～合同金婚式～

平成4年

3

　2月14E］、更郷町総合文化センタ　で、更郷町合同金婚式

が行われました。

　この合同金婚式は三郷町が今年から始めたものです。第！

回の今回は結婚50周年以上の方，108組が対象で、そのうぢ92

組の参加がありました。

　　　　春の木は水氣ゆたかに蛇切れの

　　　　　　　よしといふなり　春の木を・伐る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧　水
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田丁 報　　と

　
平
成
二
年
度
・
三
年
度
と
二
ヶ
年

の
事
業
で
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た

東
郷
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成

し
、
二
月
一
日
、
竣
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
．

　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
中
に
は
、

五
百
席
の
大
ホ
ー
ル
、
民
俗
資
料
室
、

研
修
｛
至
、
図
圭
早
至
、
視
聴
覚
室
等
の

施
設
が
あ
り
ま
す
一
ま
た
、
教
育
委

員
会
事
務
室
も
セ
ン
タ
ー
内
に
移
転

し
ま
し
た

　
こ
れ
か
ら
こ
の
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
が
、
文
化
・
教
育
の
中
心
と
な
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
行
事
等
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
．

／肖喩榊

▲500席の大ホール

ーツミ翻謡

機甑
▲広く、明るい図書室

一三

▲冠山をモチーフに、牧水の歌
　を入れた野帳は、メディキッ
　ト・和光コンフリート工業・
　東郷ニット・紀竜産業・マツ
　ダの5社から寄贈されたもの
　です。

▲さまざまな研修等を行う研修室
■■■■圃■■一一「■匿璽一　　　”　　　響・

輌
ゴ

▲貴重な資料を集めた民族資料室

蕪
吻噌』

口
．

三い

つ、
つ

田丁 報　　と〔31平成4年3月号

421人〕

ド

者
卜

加参

繍1織雛鐵ll三1
「砥・，亀61

i
l

馨

～第12回牧水ロー

　　レース大会～

　
第
卜
二
回
牧
水
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
が
、
二
月
九
日
、
牧
水
公
園
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
．

　
当
日
は
、
町
内
外
か
ら
小
学
生
二

百
十
人
、
中
学
生
百
二
十
人
、
一
般

八
レ
五
人
、
ま
た
、
幼
児
が
六
名
と

四
百
二
L
「
一
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
集
ま

り
、
各
種
目
に
汗
を
流
し
熱
い
レ
ー

ス
が
く
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
．
．

　
フ
『
，
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
親
子

の
部
で
は
、
今
年
か
ら
親
子
で
手
を

つ
な
い
で
の
ゴ
ー
ル
と
な
り
、
ほ
ほ

え
ま
し
い
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
一

　
競
技
終
了
後
に
は
、
町
青
年
団
の

り

0
獅

悼臨悔灸論難
」
　
響

毒
恕
鍵

作
’
．
た
ぜ
ん
ざ
い
が
参
加
者
全
員
に

配
ら
れ
、
牧
水
公
園
内
の
芝
生
の
上

で
レ
ー
ス
を
ふ
り
返
り
な
が
ら
体
を

暖
め
て
い
ま
し
た
一
、

・
墨
一
一
一
一
一
．
●
9
一
一
冒
響
「
一
一
一
一
一
冒
，
●
一
一
一
〇
層
■
一
一
一
一
一
冒
・
弓
一
9
一
一
7
噛
薗
一
一
一
一
冒
．
3
一
一
一
一
．
墨
＝
層
一
曹
＆
一
一
一
一
，
p
6
一
〇
一
〇
，
，
■
一
一
一
一
冒
・
一
一
一
一
一
冒
．
．
一
一
一
一
マ

大
会
成
績
表

．
8
＝
＝
・
6
3
．
7
3
；
＝
・
O
＝
；
・
3
冨
辱
7
畠
≡
7
≡
一
言
8
3
＝
・
．
8
8
7
魯
＝
3
・
畠
≡
三
＝
＝
三
胃
＝
7
・
＝
＝
▼

　
〔
フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
〕

　
　
　
　
　
　
（
宣
言
タ
イ
ム
走
）

O
個
人
の
部

　
一
位
　
山
口
真
吾
〔
坪
谷
）
1
秒
差

二
位
　
塩
月
英
子
（
瀬
瀬
）
7
秒
差

三
位
　
畝
原
じ
ゅ
ん
（
小
野
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
秒
差

。
親
子
の
部

　
一
位
　
吉
川
雄
樹
・
照
美
・
康
］

（
西
郷
村
）
5
秒
差
　
二
位
　
黒
木
宏
・

訓
（
小
野
田
）
6
秒
差
　
三
位
　
吉

田
照
己
・
勝
士
（
西
郷
村
）
1
1
秒
差

　
〔
小
学
3
・
4
年
生
3
キ
ロ
女
子
〕

　一

ﾊ
杉
本
英
子
（
西
郷
村
）
1
2
分

21

b
　
二
位
　
下
田
絵
寸
意
（
椎
葉

村
）
1
3
分
1
5
秒
　
三
位
　
池
田
絵
理

子
（
迫
野
内
）
1
3
分
5
4
秒

　
〔
小
学
3
・
4
年
生
3
キ
ロ
男
子
〕

一
位
　
清
水
了
（
日
向
市
）
1
1
分
5
4

秒
　
二
位
　
海
野
大
輔
（
寸
恩
）
1
2

’
分
9
秒
　
三
位
　
黒
木
健
太
（
西
郷

村
）
1
2
分
1
1
秒

　
〔
小
学
5
・
。
6
年
生
3
キ
ロ
女
子
〕

一
位
　
池
田
久
美
子
（
迫
野
内
）
1
2

分
1
9
秒
　
二
位
　
下
田
友
莉
香
（
椎

葉
村
｝
1
2
分
2
5
秒
目
三
位
　
澄
田
留

美
〔
西
郷
村
〕
1
2
分
3
0
秒

〔
小
学
5
・
6
年
生
3
キ
ロ
男
子
〕

一
位
　
山
崎
明
人
〔
日
向
市
）
1
1
分

0
秒
　
二
位
　
甲
斐
健
太
郎
（
日
向

市
一
1
1
分
7
秒
　
三
位
　
春
・
不
健
一

郎
（
迫
野
内
）
1
1
分
1
8
秒

〔
中
学
生
3
キ
ロ
女
子
〕

「
位
　
黒
木
さ
ゆ
り
へ
都
農
町
）
1
2

．
分
2
9
秒
　
二
位
　
天
野
F
恵
チ
（
仲

深
）
1
2
分
5
3
秒
　
三
位
　
海
野
夏
美

（
都
農
町
）
1
2
分
5
6
秒

〔
中
学
生
5
キ
ロ
男
子
〕

一
位
　
黒
木
清
悟
〔
福
瀬
）
1
8
分
4
3

秒
　
二
位
　
小
谷
圭
司
（
北
川
町
）

19

ｪ
1
1
秒
　
三
位
　
前
川
智
昭
戸
仲

深
）
1
9
分
2
0
秒

〔一

ﾊ
女
子
3
キ
ロ
・
2
9
歳
以
下
〕

一
位
　
甲
斐
由
美
〔
目
深
）
1
2
分
5
7

秒
二
位
藤
永
由
美
（
日
向
市
）

16

ｪ
2
9
秒
　
三
位
　
黒
木
陽
子
（
西

郷
村
）
1
8
分
3
4
秒

〔一

ﾊ
女
子
3
キ
ロ
・
4
9
歳
以
下
〕

一
位
　
志
岐
智
子
〔
日
向
市
）
1
4
分

45

b
　
二
位
　
岡
山
睦
子
（
日
向
市
）

15

ｪ
1
3
秒

〔一

ﾊ
女
子
3
キ
ロ
・
5
0
歳
以
上
〕

一
位
　
福
田
ヨ
シ
子
（
小
林
市
）
1
4

分
2
7
秒

〔一

ﾊ
女
子
5
キ
ロ
〕

一
位
　
岩
見
美
代
子
（
鶴
野
内
）
2
2

分
1
9
秒
　
二
位
　
黒
木
喜
美
子
（
日

向
市
）
2
2
分
3
4
秒
　
三
位
　
黒
木
恵

．
r
〔
都
農
町
｝
毘
．
分
”
秒

〔一

ﾊ
男
子
5
キ
ロ
・
2
9
歳
以
下
〕

一
位
　
斧
伸
春
〔
北
方
町
へ
1
5
分
瀕

秒
　
二
位
　
赤
沢
∵
彦
（
延
岡
市
〕

15

ｪ
3
6
秒
　
三
位
　
占
川
義
弘
〔
南

郷
村
）
1
8
．
分
∬
秒

〔一

ﾊ
男
子
5
キ
ロ
・
4
9
歳
以
下
〕

一
位
　
壱
岐
孝
二
（
西
都
市
｝
1
5
分

32

b
　
二
位
　
松
葉
重
孝
（
川
南
町
）

16

ｪ
5
秒
　
三
位
　
田
中
和
弘
（
南

郷
村
〕
1
6
分
5
秒

〔「

ﾊ
男
子
5
キ
ロ
・
5
0
歳
以
上
〕

一
位
　
斉
藤
和
洋
〔
小
林
市
）
1
7
分

7
秒
　
二
位
　
栗
須
信
利
（
野
尻
町
）

17

ｪ
3
1
秒
　
三
位
　
菊
池
義
雄
〔
門

川
町
｝
1
9
分
0
秒

〔一

ﾊ
男
子
1
0
キ
ロ
〕

一
位
　
安
藤
和
行
（
門
川
町
）
3
3
分

50

b
　
二
位
　
三
森
洋
生
（
門
川
町
）

34

ｪ
5
2
秒
　
三
位
　
川
崎
純
一
（
延

岡
市
）
3
6
分
1
5
秒

蝋
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も
う
す
ぐ
■
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町
教
育
委
員
会
が
、
平
成
四
年
ニ

ー
ー
一
日
現
在
で
調
査
し
た
平
成
四
年

度
の
新
入
学
予
定
児
（
昭
和
六
十
年

四
月
二
日
～
昭
和
六
卜
一
年
算
月
一

日
生
　
は
次
の
と
お
り
で
す
、

　
な
お
、
新
入
学
予
定
児
で
名
前
が

掲
載
さ
れ
げ
、
い
な
い
幼
旧
ん
に
つ
い
イ
、

は
、
保
護
者
が
直
接
教
育
委
員
会
に

申
一
　
出
て
／
＼
だ
さ
い
．
．

〔
東
郷
小
学
校
〕
（
　
）
は
保
護
者
名

橋
口
久
範
（
美
ご
　
　
二
曹
梢
二

男
）
　
橋
口
和
也
〔
泉
）
　
海
野
紘

文
（
修
｝
）
　
重
三
亜
矢
〔
幸
裕
）

水
尾
政
貴
（
政
信
）
　
鈴
木
め
ぐ
み

（
雅
人
）
　
竹
井
靖
英
（
英
次
）

小
林
慎
吾
ρ
幸
則
〕
　
高
森
峻
〔
牧

夫
）
　
那
須
有
希
恵
（
美
寛
）
　
上

園
剛
史
〔
昭
智
）
　
那
須
真
吾
戸
澄

予
）
　
向
山
聖
二
（
梅
男
〕
　
山
口

雄
一
（
智
）
　
奈
須
翔
吾
〔
信
幸
）

佐
藤
絵
理
香
（
清
美
｝
　
上
田
梨
沙

（
敏
広
）
　
山
下
寛
仁
（
敦
子
）

佐
藤
好
代
（
和
子
）
　
鶴
田
俊
也
（

千
年
）
　
田
口
由
佳
（
峰
男
）
　
前

田
春
香
（
春
夫
）
　
黒
木
智
美
（
作

次
郎
｝
　
佐
藤
香
織
（
幸
栄
）
　
山

本
菊
美
〔
節
男
一
　
沖
田
真
悟
（
朝

男
）
　
草
留
麻
衣
（
幸
典
）
　
黒
田

清
文
〔
清
一
）
　
黒
田
陽
平
（
静
夫
）

鐸
生

名川
原
佑
太
（
洋
信
）
　
稲
田
和
也
（

哲
男
）
　
寺
原
綾
（
政
志
）
　
長
友

亮
祐
（
き
み
よ
）
　
今
田
克
博
（
耕

作
）
　
寺
田
真
実
（
三
郎
）
　
鈴
木

龍
司
（
政
敏
）

〔
福
瀬
小
学
校
〕

田
中
幸
】
郎
（
敏
幸
）
　
直
野
昭
三

（
幸
二
）
　
木
村
円
果
（
樹
朗
）

金
丸
由
香
（
初
巳
）
　
谷
口
典
大
（

大
八
〕
　
塩
月
幸
夫
（
良
平
）

＼
　
　
　
　
　
／

　
　
　
O
．

黛
¢

〔
坪
谷
小
学
校
〕

田
口
真
衣
子
（
豊
）
　
山
口
翔
子
（

佐
知
男
）
　
三
浦
慎
一
郎
（
勝
）

水
野
里
沙
〔
清
一
郎
）
　
水
野
香
織

（
和
徳
）
　
天
野
悦
子
（
善
文
）

図
師
茉
佑
（
忠
二
）
　
稲
田
正
太
〔

富
男
）
　
酒
井
淳
司
（
孝
司
）
　
矢

野
孔
志
〔
国
明
）
　
三
浦
英
朗
（
聖

治
）
　
井
上
牧
美
〔
幸
夫
）
　
海
野

晃
久
（
喜
彦
）

〔
越
表
小
学
校
〕

甲
斐
華
栄
〔
実
）
　
菊
谷
麻
衣
（
政

輝
）

〔
寺
迫
小
学
校
〕

海
野
明
〔
宏
）
　
田
代
咲
（
義
官
田
）

橋
口
竜
也
（
章
仁
）
　
僑
口
回
樹
（

久
美
）
　
橋
口
美
子
（
政
美
）
　
黒

木
香
（
重
行
）
　
長
池
あ
や
な
（
正

子
）
　
萩
原
裕
（
文
雄
）
　
新
保
雄

樹
（
昭
彦
）
　
黒
木
二
王
（
誠
）

黒
木
哲
（
武
利
）
　
黒
木
奈
々
（
光

博
）

曇
。
望
曇
童
量
童
寒
寒
婁
聖
建
窯
曇
碧
曇
。
望
碧
曇
豊
翼
翼
翼
翼
翼
翼
蓼
翼
翼
雲
量
三
雲
萎
萎
至
芸
三
豊
曇
曇
童
量
髪
量
碧

春
6
入
園
・
入
学
前
に

子
ど
も
6
交
通
事
故
防
止
セ
！

　
も
う
す
ぐ
春
休
み
．
．
暖
か
く
な
っ

た
屋
外
で
子
ど
も
た
ち
が
、
元
気
に

遊
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
、
な
か
に
は
、

四
月
の
新
入
園
・
新
入
学
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
た
く
さ

ん
い
ま
す
．

　
こ
の
よ
う
に
、
．
士
ど
も
の
行
動
範

囲
が
広
ま
る
こ
の
時
期
は
、
壬
ど
も

の
交
通
事
故
が
多
発
す
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
．
．
い
ま
ま
で
、
い
つ
も
親

と
一
緒
に
出
か
け
て
い
た
子
ど
も
た

ち
は
、
入
園
一
人
学
を
機
に
、
　
一
人

で
道
路
を
歩
く
よ
う
に
な
り
ま
す
、

慣
れ
な
い
道
で
の
通
園
・
通
学
は
、

交
通
事
故
の
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
．
．

　
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事

故
か
ら
守
る
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち

大
人
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
．
．

道
路
へ
の
“
飛
び
出
し
”
が

子
ど
も
の
交
通
事
故
の
主
な
原
因

　
．
r
ど
も
の
交
通
事
故
の
原
因
は
、

道
路
へ
の
”
飛
び
出
し
”
が
最
も
多

く
、
次
い
で
”
車
の
直
前
・
直
後
の

横
断
”
と
な
っ
て
い
ま
す
、
そ
の
理

由
は
、
子
ど
も
の
行
動
特
性
に
大
き

く
関
係
し
て
い
ま
す
．

　
子
ど
も
1
1
一
は
、
　
一
つ
の
こ
と
に
注

意
が
向
く
と
、
周
り
の
も
の
が
目
に

入
ら
な
く
な
る
と
い
う
特
性
が
あ
り

ま
す
．
．
例
え
ば
、
遊
び
に
夢
中
に
な

’．

ﾄ
い
る
と
き
は
、
車
が
近
づ
い
て

き
て
も
気
が
つ
か
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
　
ボ
ー
ル
が
道
路
の
ほ
う
へ
転

が
っ
て
い
っ
た
り
、
道
路
の
向
こ
う

側
か
ら
親
が
声
を
か
け
た
り
す
る
と
、

急
に
道
路
へ
飛
び
出
し
て
し
ま
う
の

も
そ
の
た
め
で
す
．
．

　
ま
た
、
物
事
を
単
純
に
埋
解
し
て

し
ま
っ
た
り
、
物
陰
や
狭
い
と
こ
ろ

で
隠
れ
て
遊
ぶ
の
を
好
ん
だ
り
す
る

と
い
う
特
性
も
あ
り
ま
す
．
止
ま
っ

て
い
る
車
は
安
全
だ
と
、
そ
の
後
ろ

や
下
に
潜
り
込
ん
で
遊
ん
だ
り
す
る

の
は
そ
の
た
め
で
す
。

正
し
く
で
き
る
ま
で

言
葉
だ
け
で
な
く
手
本
を
見
せ
て

　
こ
の
よ
う
な
、
子
ど
も
の
行
動
特

性
を
よ
く
理
解
し
た
う
え
で
、
わ
た

し
た
ち
は
子
ど
も
の
交
通
安
全
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、

　
ま
ず
、
親
は
、
通
園
や
通
学
の
道

路
を
子
ど
も
と
一
緒
に
歩
い
て
み
て

ど
こ
が
危
な
い
の
か
、
何
に
ど
う
気

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
、

言
葉
だ
け
で
は
な
く
、
手
本
を
見
せ

な
が
ら
、
子
ど
も
が
正
し
く
で
き
る

よ
う
に
な
る
ま
で
具
体
的
に
何
度
も

教
え
ま
し
ょ
う
．
．
例
え
ば
、
正
し
い

道
路
の
横
断
の
仕
方
は
、
渡
ろ
う
と

す
る
信
号
が
青
に
な
っ
た
ら
、
手
を

上
げ
左
右
を
見
て
車
が
止
ま
っ
た
の

を
確
か
め
て
か
ら
横
断
を
始
め
、
横

断
中
も
周
り
の
車
に
気
を
つ
け
る
、

と
い
っ
た
こ
と
な
ど
で
す
．
．

　
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、

公
園
な
ど
子
ど
も
の
遊
び
場
の
近
く

や
、
裏
通
り
な
ど
を
走
る
と
き
は
、

い
つ
ど
こ
か
ら
子
ど
も
が
飛
び
出
し

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
必

ず
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
、
慎
重
に

運
転
し
て
く
だ
さ
い
．
．

　
子
ど
も
の
交
通
事
故
は
、
大
人
が

防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
．
．

、
つご、

つ
と幽幽 報平成4年3月号

ゴ．・

K
．
・
搬
蘇
鐵
％
聡
％
％
翰
薫
辱
．
．
．

懇
調
理
⑳
麟
曼
聾
醤
毒
革
砥
続

．
．
評
．
響
渚
敬
聴
’
輩
．
．
、
野
鼻
翠
鞄
♂
．
％
㍍
．
詔

　
来
た
る
三
月
二
十
二
日
（
日
）
、
東
　

な
お
、
詳
し
い
内
容
は
次
の
と
お

郷
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
牧
水
の
　
　
り
で
す
。

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
　
　
▽
開
場
開
演
時
間

す
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3
時
開
場

　
今
回
は
、
渡
瀬
青
年
団
に
よ
る
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3
時
3
0
分
開
演

芝
居
と
東
郷
町
出
身
歌
手
三
名
に
よ
　
　
O
第
一
部
（
1
3
時
3
0
分
～
1
4
時
5
0
分
）

る
ふ
る
さ
と
歌
謡
シ
ョ
ー
の
二
部
構
　
　
　
地
芝
居
「
男
松
竹
梅
」

成
で
行
わ
れ
ま
す
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
瀬
青
年
団
）

癖

．
・

、

メセ

戯
．
守

水沢明美占次郎黒木はるみ

O
第
二
部
（
1
5
時
～
1
6
時
3
0
分
）

〔
水
沢
明
美
シ
ョ
ー
〕

　
　
　
　
　
　
1
5
時
～
1
5
時
3
0
分

〔
宮
古
次
郎
シ
ョ
ー
〕

　
　
　
　
　
　
1
5
時
3
0
分
～
1
6
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．

〔
黒
木
は
る
み
シ
ョ
ー
〕

　
　
　
　
　
　
1
6
時
～
お
時
3
0
分

　
な
お
、
入
場
整
理
券
（
小
学
生
以

上
必
要
）
は
区
長
さ
ん
へ
お
求
め
く

だ
さ
い
．
、
入
場
整
理
券
の
な
い
方
は

入
場
で
き
ま
せ
ん
。
全
席
自
由
席
で

す
。
　
（
※
セ
ン
タ
ー
内
で
の
飲
食
は

禁
止
し
ま
す
。
喫
煙
は
指
定
の
場
所

で
お
願
い
し
ま
す
、
）

牧水のふるさとまつり
　　　　　　一新ひむかづくり運動一一一

　　　　　　．‘ア　柔＝　ヨ　　1　　　㍉⊃’　τ

主催　◎新ひむかづくり運動東郷町民会議

門｝｛

動
9
②
㊨
萄

大
日
合
繊

　　

@
有
限
会
社

東
郷
町
大
字
山
陰
五
八
九
番
地
一

　
　
　
　
盈
（
6
9
）
2
0
7
1

　
　
　
代
表
取
締
役
　
黒
木
利
夫

○
設
立
年
月
日
は
？

　
昭
和
四
十
六
年
三
月
十
日
で
す
。

・
O
現
在
の
従
業
員
数
は
？
・

　
三
十
1
1
名
（
男
九
名
・

女
二
十
六
名
）
で
す
一
．

O
会
社
の
仕
事
の
内
容
は

　
り
＝

　
主
に
、
延
岡
旭
化
成
の

糸
（
カ
シ
ミ
ロ
ン
）
を
中

心
に
撚
糸
総
加
工
を
行
／
．

て
い
ま
す
．
．

．
O
会
社
の
特
徴
は
？

　
本
社
は
、
東
郷
町
工
場

、
等
設
置
奨
励
条
例
に
基
づ

．
く
過
疎
対
策
の
】
環
と
し

｝
て
工
場
誘
致
を
日
向
市
に

0

一　．　　．．F一

本
社
を
持
つ
南
海
旭
株
式
会
社
と
昭
一

和
四
十
六
年
三
月
に
契
約
し
下
請
企
一

業
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
｝

町
内
の
発
展
と
開
発
に
努
力
し
て
参
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸

り
ま
し
た
。

　
今
年
で
操
業
二
十
一
年
を
迎
え
ま
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

し
た
が
、
こ
れ
も
町
内
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
お
か

げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
共

に
町
の
発
展
に
尽
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。劇

血
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β．．　岬一．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肉　罰．．・一「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ρ．－圃ρ　　　　　　　　　　　　　　　　．」“一．．　．’一「　　　　　　　　　　　　　　．．．’殉　　　’舳．．　　　　　　　　　　　　　’「．國’■　　　　　　　　　　　」r．．一L－－一－　　　　　　　　　．’開「一．ρ一」　　　　　　　一　　　門　　　　　　〔　　．．一　　　　．、．｛ir　　　　．．ρ一　　　．戸．　　一　r，一ミー



平成4年3月号．6［
・
つこ“、

つ

田丁 目　　と

「
こ
存
知
で
す
か

中
途
障
害
者
雇
用
継
続
助
成
金
制
度

　
こ
の
制
度
は
、
企
業
に
採
用
さ
れ

た
後
、
労
働
災
害
、
疾
病
（
心
臓
・

腎
臓
・
腸
・
ぼ
う
こ
う
・
呼
吸
器
）
、

交
通
事
故
な
ど
に
よ
り
、
中
途
障
害

者
と
な
∫
．
た
労
働
者
を
継
続
し
ノ
、
雇

用
す
る
事
業
・
土
に
助
成
金
を
支
給
す

る
も
の
で
す
．
．

◎
支
給
の
種
類

工
第
…
種
中
途
障
害
者
作
業
施
設
設

　
置
等
助
成
金

　
中
途
障
害
者
の
雇
用
を
継
続
す
る

た
め
の
施
設
設
置
・
整
備
を
行
う
事

業
主
（
中
途
障
害
・
者
一
人
四
五
二
万

円
ま
で
・
費
用
の
2
3
支
給
）

※
申
拉
副
時
期
は
職
場
復
帰
し
た
日
の

習
日
か
ら
6
ヵ
月
以
．
内

2
第
二
種
中
途
庫
害
者
作
業
施
設
設

　
二
等
助
成
金

　
中
途
障
害
者
の
雇
用
を
継
続
す
る

た
－
の
の
施
乏
・
設
備
を
賃
借
す
る
事

業
主
（
中
途
障
害
者
一
人
一
一
こ
万
円

ま
で
・
三
年
間
費
用
の
2
3
支
給
）

※
申
．
醐
時
期
は
丁
尋
弟
一
種
と
同
じ

3
重
度
中
途
障
害
者
職
場
適
応
助
成

　
金

　
労
働
者
が
重
度
中
途
障
害
者
等
（

障
害
者
等
級
一
・
二
級
と
一
二
級
か
ら

山ハ

塩
增
v
J
U
閲
U
L
ー
ド
五
止
二
目
レ
上
4
、
’
め
れ
ゆ
渉

該
当
）
と
な
’
．
た
後
、
職
場
復
帰
を

促
進
す
る
た
め
職
場
適
応
措
置
（
職

務
の
開
発
・
改
善
、
職
務
の
変
更
、

戦
没
者
週
族
の
皆
様
へ

　
次
の
戦
没
者
の
遺
族
〔
戦
没
者
死

亡
当
時
の
三
親
等
内
の
親
族
）
に
対

し
て
第
五
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ

れ
て
い
ま
す
．
｝

◆
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
の
受

　
給
者
が
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か

　
ら
平
成
元
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

　
の
間
に
死
亡
等
に
よ
り
す
べ
て
失

　
権
し
年
金
等
の
受
給
者
が
い
な
く

　
な
っ
た
戦
没
者
の
遺
族
の
方

▽
請
求
期
限

　
　
　
平
成
4
年
6
月
2
7
日
ま
で

　
右
記
の
請
求
期
限
後
は
請
求
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
該
当
す
る
方
で
請
求

手
続
き
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は

東
郷
町
役
場
福
祉
生
活
課
福
祉
係
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
．
．

∫

知
識
技
能
の
向
上
指
導
な
p
こ
を
実

施
す
る
事
業
主
〔
中
途
障
害
若
一
人
、

月
三
万
円
∴
二
年
間
支
給
｝

※
申
請
時
期
は
職
場
復
帰
し
た
日
の

翌
日
か
ら
三
ヶ
月
以
内

O
問
い
合
せ
先

　
中
途
障
害
者
が
職
場
復
帰
ま
た
は
、

そ
の
予
定
が
あ
る
場
合
は
、
申
請
期

限
も
あ
り
ま
す
の
で
早
目
に
公
共
職

業
安
定
所
か
、
宮
崎
県
障
害
者
雇
用

促
進
協
会
唇
0
9
8
5
曇
9
0
5

2
｝
に
ご
連
　
玖
柘
／
＼
だ
さ
い
．

女
性
の
再
就
職
の
た
め
の

「
ナ
イ
ス
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
」

　
　
受
講
生
募
集

　
働
き
た
い
が
自
信
が
な
い
、
新
し

い
仕
事
に
チ
却
、
レ
ン
ジ
し
た
い
、
資

格
を
活
か
し
た
い
な
ど
、
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
再
就
職
1
ー
ト
必
要
な
知
識
、

仕
事
探
し
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
情
報
を
提

供
し
自
分
の
適
性
に
あ
r
．
た
再
就
職

の
た
め
の
．
フ
ラ
ン
作
り
、
職
業
紹
介

等
を
行
い
ま
す
一
．

▽
日
時
　
3
月
m
日
～
3
月
1
3
日

　
　
　
　
1
0
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
延
岡
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

▽
定
員
3
0
名

▽
締
切
　
3
月
2
日

　
な
お
、
問
い
合
せ
先
は
、
延
岡
技

能
開
発
セ
ン
タ
ー
（
容
0
9
8
2
騨
巴

0
6
7
5
）
ま
で
．
、

即榊鎚9一鎚9叩岨甜一湘鼻岨一榊8一脚願髄髄8一醐願門口勲馳8叩儒勲昼一順榊，岨β日鋼榊動制陣Pβ卵 馬
9
聰
ー
ー
ー
堕
陶
ー
ー
．
一
堕
馳
．
ー
ー
堕
陰
ー
ー
．
ー
ー
、
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
亀
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層

三
時
麓

　
雲
雀
…
…
天
鶉
と
も
書
き
ま
す
。

ヒ
バ
リ
は
、
春
が
く
る
と
空
の
上

で
、
ピ
ー
チ
ク
バ
ー
チ
ク
と
さ
え

ず
る
鳥
と
し
て
お
な
じ
み
で
す
．
、

ヒ
バ
リ
の
声
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
さ
て
、
そ
の
姿
は
…
：

あ
ま
り
印
象
に
残
っ
て
い
な
い
と

い
う
方
が
、
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
、

　
ヒ
バ
リ
は
、
麦
畑
や
草
む

ら
の
な
か
に
巣
を
作
り
ま
す
。

体
の
色
は
、
外
敵
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
、
地
面
の
色
に

似
た
灰
色
が
か
っ
た
褐
色
で

す
、
派
手
な
鳴
き
声
に
似
ず
、

姿
は
地
味
で
す
、

　
ヒ
バ
リ
の
雄
は
、
繁
殖
期
に
な

る
と
、
縄
張
り
の
上
を
舞
い
な
が

ら
さ
え
ず
り
ま
す
一
．
巣
に
戻
る
と

き
は
、
巣
の
位
置
を
知
ら
れ
な
い

た
め
に
、
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に

下
り
、
歩
い
て
巣
に
戻
り
ま
す
．

し
か
し
、
飛
び
立
つ
と
き
は
、
巣

か
ら
直
接
飛
び
出
し
ま
す
。

　
昔
は
ヒ
バ
り
を
捕
え
て
飼
育
し
、

「
ヒ
バ
リ
か
ご
」
と
い
う
背
の
高

い
か
こ
に
入
れ
て
、
そ
の
鳴
き
声

を
楽
し
む
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。

揚
げ
ヒ
バ
リ
と
い
っ
て
、
か
こ
か

ら
空
に
飛
び
立
た
せ
、
ま
た
か
こ

に
戻
ら
せ
る
と
い
う
遊
び
も
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ヒ
バ
リ
を
捕
え

て
飼
育
す
る
た
め
に
、
ヒ
バ
リ
笛

と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
細
い

竹
の
な
か
に
水
を
入
れ
て
吹
き
、

ヒ
バ
リ
の
さ
え
ず
り
に
似
た
音
を

出
し
て
、
ヒ
バ
リ
を
誘
う
の
で
す
、
，

　
　
現
在
は
、
野
生
動
物
で
あ

　
　
る
ヒ
バ
リ
を
捕
え
た
り
、
飼

　
　
聾
し
た
り
す
る
こ
と
は
禁
じ

　
　
ら
れ
て
い
ま
す
、
自
然
の
声

　
　
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
、

　
　
　
ヒ
バ
リ
は
草
が
緑
に
な
る

　
　
と
、
さ
え
ず
り
始
め
ま
す
。

　
　
三
～
五
月
は
、
「
国
土
緑
化
運

動
強
調
期
間
」
で
す
、
各
地
で
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
、

緑
を
守
り
育
て
る
た
め
に
、
森
林

と
の
触
れ
合
い
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

就

ζ
繕

て
翼
f

鞭
撒，舞

か
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含
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暑
r
讐
ー
ー
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し
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つ町報と巾LF成4年3月号

　　　　　　　▼企業懇談会

　1月29日、総合文化センターで企業懇談会が行われま

した，

　当日は、町内の企業の代表、延岡商工労政事務所長、

日向公共職業安定所長、町長、町議会議長が参加して経

済動向についての話や情報交換を行いました、

轟

四一鱒

一

着

一し　　　　　量

▲地域の連帯を深める
　2月2日、総合文化センターで町婦人祭が開催され、

500人を超える参加者がありました。

　当日は、体験発表や心理学カウンセラー加藤浩一氏に

よる講演、アトラクションと内容豊かに行われました，

　　「■聞■冒　　瓶h

　　　▼わらぞうり作りに挑戦
　12月29日、坪谷公民館で坪谷・1・学校5・6年生の児童が

わらぞうり作りに挑みました。

　これは、公民館活性化事業で行われ、講師に坪谷老人

クラブの方々を迎え行われました，子どもたちは慣れな

い手つきで、わらぞうりを作り上げていました。

脳

ノ
参
ノ

　　　　　▲老人ホームを訪問

　1月30日、老入ホーム「鈴峰園」を東郷小学校の2年

生の児童40名が訪問しました，

　当日は、歌のプレゼントや、入園者と一緒にあやとり

やゲートボールを楽しみました。

▼
・

＜駅伝で健闘
　1月26日、南郷村グラウンドから西郷村ニューホー

アセンターまでの41km　UO区間：1で第34回東臼杵郡青

年駅伝大会が行われました，

　東郷町青年団は、2区で新名博さんが区間賞を取る

など全員でがんばり、結果は5位でした，

《
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「
…
、
…
、
…
…
、
…
｛
…
扁

…
点
措
㈹
蘭

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

…
梵
鐘
の
　
　
㎝

らF
…
糎
搾
」

　
羽
坂
の
寺
原
新
蔵
さ
ん
の
杉
山
入

口
に
、
小
さ
な
祠
が
あ
り
、
そ
の
祠

の
中
に
梵
鐘
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
．
一

そ
の
梵
鐘
は
、
今
か
ら
三
五
八
年
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ダ
ニ

に
冠
嶽
大
権
現
様
に
、
米
良
重
昌
と

い
う
豪
族
が
願
を
か
け
て
奉
納
し
た

も
の
で
す
、

　
鐘
の
高
さ
は
約
七
こ
㎝
、
日
径
四

凹
㎝
ほ
ど
あ
り
、
高
さ
一
四
㎝
ほ
ど

の
龍
頭
か
頂
臣
あ
り
ま
す
．
鐘
は
見

事
な
銅
製
で
、
表
に
は
次
の
よ
う
な

文
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
．

　
奉
施
入
日
〃
靭
新
納
院
山
毛
保

　
」
勉
…
獄
＝
コ
・
町
大
権
現
御
｛
玉
皿
剛

　
右
之
趣
者
心
信
之
槙
那

　
笹
｛
病
血
皿
…
脳
自
心
綜
火
延
瓜
叩

レ
梵
鐘

　
家
内
安
穏
子
孫
繁
昌

　
富
貴
自
在
心
中
所
求
皆

　
令
満
足
如
意
之
故
也

　
　
依
御
祈
念
如
斯

　
天
文
十
八
年
己
酉
七
月
吉
辰
日

　
願
主
　
天
氏
中
俣
大
炊
左
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　
　
　
重
昌
敬
白

　
諸
【
皇
霊
…
当
千
　
　
日
疋
生
滅
法

　
生
滅
滅
己
　
寂
滅
為
楽

日
腸
一
日
州
日
向
　
天
氏
．
米
良
氏

山
毛
子
．
山
毛
引

米
良
氏
は
、
肥
後
の
勤
皇
豪
族
菊
池

氏
が
、
南
北
朝
の
戦
い
に
敗
れ
て
西

米
良
村
に
逃
れ
、
米
良
氏
・
天
氏
と

姓
を
改
め
た
も
の
で
す
．
一
米
良
】
族

は
次
第
に
勢
力
を
回
復
し
、
山
陰
城

⊥
米
良
喜
内
、
坪
谷
城
主
米
良
久
助
、

門
川
城
主
米
良
重
郷
等
が
勢
力
を
張

r．

ﾄ
い
ま
し
た
、

　
米
良
重
昌
は
、
こ
の
鐘
に
刻
ま
れ

て
い
る
よ
う
に
、
　
一
家
の
無
病
息
災
、

家
内
安
全
、
武
十
で
あ
る
以
上
武
運

長
久
を
祈
念
し
て
い
る
の
で
す
。

　
山
陰
利
国
大
明
神
、
福
山
の
白
鳥

神
杜
の
棟
札
に
山
陰
城
主
米
良
弘
吉

の
名
が
多
く
見
ら
れ
る
の
も
、
み
な

武
運
長
久
を
祈
願
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　
こ
の
梵
鐘
は
県
内
に
現
在
残
っ
て

い
る
鐘
の
中
で
は
、
鐘
と
し
て
唯
一

の
も
の
と
言
わ
れ
、
県
・
町
の
指
定

文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。
寺
原
家

が
な
ぜ
祠
’
．
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

は
、
昭
和
五
十
七
年
卜
一
月
点
描
㈲

で
紹
介
し
ま
し
た
と
お
り
、
芋
原
家

は
冠
嶽
大
権
現
様
の
神
職
で
し
た
。

寺
原
忠
斉
、
左
仲
、
多
仲
と
い
っ
た

方
々
が
代
々
つ
と
め
ま
し
た
。
昭
和

六
年
御
神
体
を
羽
坂
に
移
し
て
現
在

の
羽
坂
神
社
に
な
り
ま
し
た
。

　
権
現
山
に
残
さ
れ
た
旧
神
殿
に
見

事
な
龍
神
の
彫
刻
が
あ
り
ま
す
が
、

と
て
も
貴
重
な
文
化
財
で
す
。
腐
朽

の
事
も
憂
慮
さ
れ
る
の
で
羽
坂
神
社

に
移
す
こ
と
を
切
望
し
て
い
ま
す
．
、

短
歌

尾
雷
門
歌
会

東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
都
甲
鶴
男

一一一一一… ｶ涯学習シリーズ3一一一一一…

　『生涯学習』とは、生きがい楽習恥しく学ぶ・

　　　　　　　　　　　　　はじめましょっ，生涯学習

「話」と「和」と「輪」今までとはちがう醗力・

　　　　　　　　　　　　　　　きっと見つかります．

白
い
紙
に
は
じ
め
て
し
る
す
感
動
の

初
版
の
歌
集
わ
が
編
み
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
　
茂
雄

老
い
ゆ
く
は
寂
し
が
り
け
り
し
か
れ

ど
も
明
治
生
ま
れ
の
誇
り
を
も
て
り

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

花
時
計
に
時
を
惜
し
み
て
丘
の
上
遠

く
夕
日
の
山
を
見
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
三

飯
四
人
並
び
て
祝
う
酒
煮
椀
雨
の
正

月
も
賑
わ
い
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
秀

町
の
灯
を
二
つ
に
分
か
つ
耳
川
に
瀬

渡
し
あ
り
し
B
を
な
つ
か
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
イ
セ

京
き
も
の
成
人
式
に
孫
む
す
め
百
万

円
を
着
付
け
て
み
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
国
作

山
毛
村
遠
き
昔
に
さ
だ
め
あ
り
そ
の

も
と
き
わ
め
む
今
日
も
史
よ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

牛
飼
ひ
に
ゆ
と
り
な
き
日
々
と
言
い

し
友
の
澄
み
し
瞳
の
輝
き
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
子

貼
凄
引
曜
引
‘
引
匿
璽
巳
引
【
璽
置
引
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引
引
璽
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亟
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引
星
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引
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璽
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【
引
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亟
璽
】
醒
雪
匿
］
【
】
【
引
‘
雪
5
牌

会大進二二掌涯生

★期日

～
磁
避
難
…

　
　
分
化
　
　

♪
　
　
　
に
恵
民
会
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
膣
下
正
員
　
　
　
　
　
甑

膿
町
画
師
撒
彰
黙
．
一
落
　
…

肌
離
郷
羅
三
三
演
講
　
　
…

3
　
東
東
1
2
3
。
4
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∵
冒
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
隔
つ
　
　
　
　
κ
　
　
　
　
　
　
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

場
催
容

会
主
内

★
★
★

融
髪

彦

あなたも、わたしも

　　　　新しいぐちしはじめまぜんか

明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

朋
、
【
璽
‘
雲
】
‘
聖
曜
屡
雪
国
璽
【
雪
【
】
【
】
【
璽
【
引
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】
‘
誕
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‘
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雪
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雪
‘
引
‘
引
‘
璽
曜
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⑲
ラ
イ
ス
療
法

　
　
　
に
つ
い
て

東
郷
町
立
病
院

　
院
長
阿
久
根
広
宣

瀞

　
捻
挫
、
打
撲
、
肉
ば
な
れ
な
ど
の

応
急
処
置
は
R
I
C
E
（
ラ
イ
ス
）

療
法
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
行
い
ま
す
．
、

　
R
I
C
E
と
は
四
つ
の
英
語
の
頭

文
字
を
と
っ
た
も
の
で
す
．
．

1
、
R
〔
R
E
S
T
安
静
）

　
け
が
を
し
た
と
こ
ろ
を
そ
っ
と
し

て
お
く
こ
と
で
す
．
．
副
木
、
弾
性
包

帯
、
テ
ー
ピ
ン
グ
、
三
角
巾
、
手
拭
、

タ
オ
ル
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
．

2
、
1
〔
I
C
E
冷
却
）

　
痛
み
を
軽
く
し
、
内
出
血
を
防
ぎ
、

炎
症
を
抑
え
る
た
め
で
す
．
コ
ー
ル

ド
ス
．
ア
レ
ー
、
水
道
水
な
ど
は
一
時

的
に
は
よ
い
の
で
す
が
、
氷
が
最
も

適
し
！
、
い
ま
す
．
．
湿
布
剤
は
通
常
使

用
一
｝
な
｝
い
燐
、
く
だ
さ
い
、
人
工
却
は
、

け
が
を
し
て
か
ら
二
卜
四
時
間
断
続

的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
．

3
　
C
（
C
O
．
M
P
R
E
．
S
S
．
I
O
N

圧
迫
）

　
出
血
と
腫
れ
を
防
ぐ
た
め
の
も
の

で
す
．
一
弾
性
包
帯
、
テ
ー
ピ
ン
グ
を

利
用
し
て
、
け
が
を
し
た
と
こ
ろ
を

強
く
圧
迫
、
固
定
し
ま
す
．
強
く
圧

迫
す
る
の
で
、
血
流
が
悪
く
な
り
、

神
経
も
圧
迫
さ
れ
る
の
で
、
手
足
、

指
の
色
が
蒼
白
に
な
っ
た
り
、
し
び

れ
て
き
ま
す
．
．
こ
の
よ
う
に
な
っ
た

ら
、
い
っ
た
ん
圧
迫
を
ゆ
る
め
、
約

五
分
間
ぐ
ら
い
し
げ
、
色
が
も
と
に
も

ど
り
、
し
び
れ
が
な
く
な
’
．
た
ら
再

び
圧
迫
し
ま
す

　
ま
た
、
冷
却
も
同
じ
よ
う
に
繰
り

返
し
ま
す
．
．

4
　
E
（
E
L
E
V
A
T
I
O
N

挙
上
）

禽

O

○

i
一
」

』
2
。

　
け
が
を
し
た
と
こ
ろ
を
心
臓
よ
り

高
く
し
て
お
く
こ
と
で
す
．
そ
う
す

る
こ
と
に
よ
り
、
内
出
血
を
防
ぎ
、

し
か
も
痛
み
が
軽
く
な
り
ま
す
．
．

　
以
上
の
こ
と
に
注
意
し
て
応
急
処

置
を
行
い
ま
す
　
そ
の
後
は
、
状
況

に
応
じ
て
、
医
師
の
診
察
を
受
け
て

く
だ
さ
い
、

曇
週
自
｝
戯
陶
感
恩
器
黙
し
よ
5

東
郷
町
の
違
反
検
挙
数

信通酒一回
号壮気時度

不

嗜区帯停違
視分び止反

20　20　4046　148

件丁丁丁丁
．　　←　一

　
そ
無
官
駐
△

口

二丁
の免．

不違
計　他出良反

@　　　一　　L　．
44414〔〕．4　1115

件件二丁件

一、

e
種
資
格
免
許
の
取
得

　
部
隊
勤
務
が
国
家
免
許
を
取
る
機

会
に
つ
な
が
／
．
て
い
ま
す
．
．

二
、
安
定
し
た
待
遇

　
初
任
給
－
一
四
二
、
八
⊂
⊂
円

　
（
食
事
費
、
住
居
費
、
衣
料
費
は

　
無
料
で
す
．
）

　
期
末
、
勤
勉
手
当
（
ボ
ー
ナ
ス
）

　
年
三
回
合
計
五
・
四
五
ヶ
月
分
が

　
支
給
さ
れ
ま
す
．
一

三
、
楽
し
い
生
活

　
休
日
E
．
年
間
＝
二
）
日
＋
ア
ル
フ

　
ァ
の
余
暇
活
動
と
充
実
し
た
生
活

　
環
境
。

四
、
大
学
の
通
信
教
育
戸
二
部
制
）

　
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
し
の
表
は
、
昨
年
一
年
間
で
交
通

違
反
で
検
挙
さ
れ
た
本
町
分
の
人
数

と
、
町
村
別
違
反
検
挙
数
で
す
．
．

　
今
年
は
、
交
通
ル
ー
ル
を
一
人
用

と
り
が
守
り
、
交
通
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
．
．

　
　
　
条

自
衛
隊
で
あ
な
た
の
夢
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
現
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他
、
満
期
一
時
金
、
諸
手
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等
も
改
定
さ
れ
ま
し
た
　
、
序
し
く
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
た
い
方
は
事
務
所
へ
ど
う
ぞ

陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

　
年
齢
1
1
1
8
才
以
ヒ
～
2
7
才
未
満

試
験
一
毎
週
水
曜
日

　
　
　
自
衛
隊
宮
崎
地
方
連
絡
部

　
　
　
延
岡
出
張
所

　
詳
細
は
、
日
向
市
原
町
四
（
た
ば

こ
会
館
内
｝
目
向
募
集
事
務
所
へ
．
．

　
電
話
（
5
つ
二
6
9
1
4

町
村
別
違
反
検
挙
数

ノ
ノ

ノ

亀

r

諸

塚

村

南

郷

村

14：3

件

19〔〕

件

椎西
高郷
村村
1422⑪9

件件

門

川

町

北

郷

村

1611〕

件

123

件

へ
　
「
　
　
　
　
　
　
■

稽
．
罐

26・11・1・32畷・
…　』．・・…　寵　　　　　　　　　．　　旧

43・11・1・132祝辞　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　事物169　6　2　3　2　　1　9　25　121　　　　　　　　　故損

二
月
末
現
套

　死
者

県全
内国
　　九

四　へ
人　人



1〔1

．平成4年3月号、
つ

こ“、
つ

と報田丁

磯
回

回
の
晒

圃
矯
｛
…

奨
学
生
を

　　

@　

蜿
W

　
東
郷
町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の

と
お
り
平
成
四
年
度
の
奨
学
生
を
募

集
い
た
し
ま
す

▽
申
込
資
格

　
町
内
に
本
籍
を
有
す
る
者
、
ま
た

は
、
町
内
に
引
き
続
き
五
年
以
L
在

住
し
、
現
に
居
住
す
る
者
で
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
及
び
大
学
に
在

学
し
て
い
る
者
．
．
ま
た
は
、
こ
れ
か

ら
学
校
に
進
学
す
る
者
、

▽
貸
与
申
込

　
願
書
用
紙
が
、
教
育
委
員
会
事
務

局
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
新

し
く
申
』
込
む
人
は
願
書
に
履
歴
書
、

身
体
検
査
書
及
び
在
学
証
明
書
を
必

ず
添
え
て
申
し
込
む
こ
と
．
．

　
継
続
申
し
込
み
者
は
、
高
校
に
つ

い
て
は
願
圭
日
1
1
卜
成
櫨
租
」
証
明
童
円
、
大
膳
子

は
願
書
に
単
位
修
得
証
明
書
を
添
え

て
申
し
込
む
こ
と
、

▽
申
込
締
切
日
　
4
月
1
0
日

▽
貸
与
決
定

　
五
月
卜
旬
ま
で
に
各
保
護
者
宛
に

通
知
し
ま
す
．
．

　
多
・
の
他
詳
一
｝
い
こ
と
は
、
町
教
ム
目

委
員
会
事
務
局
へ
．
．

▽
貸
与
額
　
高
校
　
月
額
－
万
円

　
　
　
　
大
学
　
月
額
2
万
円

消
防
団
員

　
　
　
　
募
集

　
東
郷
町
消
防
団
で
は
、
平
成
四
年

度
の
入
団
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
．
．

地
元
に
暮
ら
し
、
地
一
兀
へ
の
郷
土
愛

を
抱
く
若
人
達
、
消
防
団
に
入
団
し

ま
せ
ん
か
！

　
た
だ
い
ま
、
地
域
の
消
防
団
員
が

募
集
を
行
’
．
て
い
ま
す
　
詳
し
く
は
、

地
域
の
消
防
団
貝
、
ま
た
は
役
場
総

務
課
総
務
係
ま
で

固
定
資
産

課
税
台
帳
の
縦
覧

　
税
務
課
で
は
、
次
の
と
お
り
固
声
疋
資

産
課
競
台
帳
の
縦
覧
4
，
一
行
い
ま
す
．
．

　
固
定
資
産
税
は
、
　
「
現
況
一
で
課

税
さ
れ
ま
す
の
で
、
縦
覧
の
う
え
確

刃
一
一
）
て
く
だ
ざ
、
い
．
．

▽
縦
覧
期
間

　
3
月
2
日
～
3
月
2
3
日
ま
で

▽
縦
覧
時
間

　
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
ま
で

　
第
1
、

　
　
　
第
3
土
曜
日
は

午
後
0
時
3
0
分
ま
で

第
2
土
曜
日
、
日
曜
日
、

は
除
き
ま
す
、
一

祝
日

平
成
四
年
四
月
期

職
業
訓
練
生
募
集

▽
科
名
　
金
属
加
工
科

▽
定
員
　
2
5
名

▽
訓
練
期
間
　
1
年
間

▽
入
所
資
格

　
　
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
等

▽
受
付
期
間
　
3
月
6
日
ま
で

▽
入
所
選
考
日

　
　
　
3
1
1
1
7
日
1
3
時
3
0
分
～

▽
入
所
日
　
4
月
E
旬

▽
問
い
合
せ

　
　
　
　
日
向
公
共
職
業
安
肖
生
所

　
　
　
　
　
　
唇
扉
4
1
3
1
）

平
成
四
年
四
月
期

専
修
学
院
委
託

　
　
訓
練
生
募
集

　
延
岡
文
化
服
装
専
門
学
校

　
松
竹
洋
裁
学
校
〔
日
向
市
〕

▽
定
　
員
各
校
1
5
名

▽
訓
練
期
間
　
　
6
ヶ
月

▽
入
所
資
格

　
　
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
等

▽
受
付
期
間
　
　
3
月
2
5
目
ま
で

▽
入
所
日
　
　
　
4
月
7
日

目
定
員
に
な
り
し
だ
い
受
付
は
締
め

切
り
ま
す
、

▽
問
い
合
せ

　
　
　
　
日
向
公
共
職
業
安
定
所

　
　
　
　
　
　
曇
㊤
4
1
3
1
）

一
今
月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税
随
時

箸
葱

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．
、

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．
．

◎
小
野
田
の
寺
原
廣
子
さ
ん
か
ら

　
（
壽
夫
さ
ん
・
6
9
オ
ご
逝
去
）

◎
仲
深
の
橋
口
薫
さ
ん
か
ら

　
（
栄
治
さ
ん
二
D
D
オ
ご
逝
去
）

◎
羽
坂
の
成
合
亀
行
さ
ん
か
ら

　
（
ア
ヤ
子
さ
ん
・
懸
口
ご
逝
ち
こ

3
芋
迫
の
黒
木
正
毅
さ
ん
か
ら

　
〔
廣
怠
さ
ん
・
万
才
ご
逝
土
ご

ロ
囎
窃
偲

　
農
協
婦
人
部
東
郷
支
部
の
皆
さ
ん

か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
へ
善
音
心
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
．
．

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．
．

傘
鋳
謬
蘇
睡
瀞
曝
縫
療
灘
灘
曝
毒
、
聯

蔓
漏
馨
慧
難
轟

壱
喫
藁
藤
嬢
細
叢
幽
藤
曝
藁
厳
屡
蟻

二
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

齢湾　1友　広…ん　1の志．季…名

四　佳i父
@…の文　光：名

坪：福：住

J　瀬：所

（
国
保
加
入
の
方
は
、
育
児
手
当
金

を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
）

結
　
婚
お
幸
せ
に

氏

名
　
　
住
　
所

黒
　
木
　
昭
　
夫

（
牧
野
さ
三

．
坪
　
谷

延
岡
市

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

　　　　ト赴燻@山寺…氏
P：1．lll…名　　　　1　　十

77　92　64　88　69…年
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